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１．はじめに 

 誠に感慨深いことだが、交通まちづくりという言葉が本会をはじめとする関係各位のご尽力の

甲斐あって、ようやく市民権を得つつある。素直に意見交換ができる研究者仲間も近年増えた。

ちなみに、筆者が研究の世界に入った 1980 年代後半、都市や交通の研究分野で主流であったキー

ワードは「新都市経済学」「非集計行動モデル」「渋滞解消」などで、当時は「都市（土地利用）」

と「交通」の相互関係について、まちづくりの観点から取り組もうとする研究者仲間は周囲に全

く見当たらなかった。その意味で交通まちづくりという研究分野の歴史自体はまだ浅い。日本の

都市圏では、以前では何もしなくとも公共交通や徒歩で都心に人が集まり、また、その公共交通

は黒字で当たり前だった。視野をその時代に置く限り、特に研究する必要などなかったというこ

となのかと感じている。 

 

２．時代の変化と交通まちづくり 

 我々の交通行動と周辺環境はこの間に大きく変化してきた。2000 年までの 20 年間の交通手段変

化を地方部（岡山県）で統計的に追ったことがあるが、たとえば生鮮食品買い物において自家用

車の選択機会はほぼ 3 倍に増加した反面、徒歩や公共交通は 1/4 に減少していた。この間同時に

郊外への大型商業施設の進出が進み、中心市街地の衰退が進んだのは周知のとおりである。各所

で公共交通サービスの撤退が進み、それがさらに市街地の衰退に拍車をかけた。これからの人口

減少、高齢化社会を見通した場合、交通サービスを考慮に入れたまちづくりを的確に行わないと

まずいのではないか、という「気づき」がようやく各所で生まれつつある。自動車に依存せず、

まちづくりの中で公共交通をどう活かすかをしっかり考える、同時にまちの形や生活のあり方を

考えることで、公共交通をどう利用促進、維持できるかということもこのような交通まちづくり

の大きなポイントである。 

 

３．地方都市でのその重要性 

 特に今、地方都市では効果的な交通まちづくりが期待されている。それがまちの命運を大きく

左右するためである。一度公共交通から離れてしまった住民を再び公共交通へと取り戻すには大

きなエネルギーを要する。地方都市では公共交通利用者数が減少すると、安易に減便を進めてし

まうケースが多く、悪循環に陥りやすい。なお、近年では大都市においても公共交通利用者は減

り続けている線区もあり、将来的なことを考えると大都市であっても油断はならない。 

 

４．「当たり前」の違い 

 このような交通まちづくりの重要性は、以前よりは理解していただけるようになったとはいえ、
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まだ多くの誤解が存在する。特に「まち全体」でその効用を捉えるという当たり前のことが、海

外の先進諸都市に比較して全くできていないのがわが国の課題といえる。交通まちづくりが成功

している事例都市として、人口が 30 万人にも満たないドイツのカールスルーエでは、120km を越

える LRT 路線を有し、高いサービスレベルのもと、平日でも都心は多くの来訪者でにぎわってい

る 1)。そこではわが国から見れば極端とも思える様々な料金割引制度が準備されており、公共交通

事業だけでは黒字化しようとする意図をそもそも有していない。横向きのエレベーターのように

安くて便利な LRT でまちなかを自由に移動できるようにすることで、まち全体としての効用をア

ップさせるということが明確に意図されている。 

 他にもヨーロッパの文化首都に指定されたバルト３国の一つ、エストニアの首都タリンでは、

我が国では中核都市レベルの人口 40 万人程度であるが、市の予算の 10%以上を公共交通のサービ

スアップにつぎ込んで、公共交通と徒歩だけでたっぷり楽しめるまち空間を実現している。ちな

みにわが国の中核都市では、一般会計の 0.5%以上を割いている都市は珍しい。モラルハザードに

陥るようなことがあっては本末転倒だが、公共交通サービスの公共性に鑑み、交通事業者は民間

企業だから独立採算でないといけないという主張は単なる思い込みである。 

 

５．成功のポイント？ 

 交通まちづくりを行う上で、当たり前のことなのに、わが国ではあまりきちんと認識されてい

ないことに「一定以上の（圧倒的な）公共交通サービスレベルを確保する」ということがあげら

れる。小手先のサービス改善だけで、便利な自動車から、公共交通に人が戻ってくるということ

はありえない。思い切ったサービスレベルの向上が求められているのであり、それを「計画的」

に行う覚悟が必要である。ここで計画的にと書いたのは、単なる思考停止した規制緩和を推し進

めるだけでは理想的な状況は絶対に出現しないということである。また、貧困な議論においてよ

く混同されるが、「計画的に」ということは、「規制的に」という事とは全く別概念でもある。 

 一定スケールのネットワークが存在してこそ利用する価値が出てくるのが公共交通である。儲

かる所だけ部分的に参入が行われるクリーム・スキミングが規制緩和の結果横行するとすれば、

ネットワークの維持は難しくなり、結果的に広い範囲から公共交通が撤退して自動車に依存せざ

るを得ない都市圏が出現する。公共事業の採否に対して細かい便益評価などを行っている割には、

肝心の所に穴が空いているのが現実である。 

 

６．おわりに 

 都市計画制度の改正や交通基本法制定に関する議論に際し、いずれにおいても交通まちづくり

の必要性の主張が聴いていただけるようになったことはたいへん希望が持てる。だが、本当に実

現する上で一番大切なことは制度や助成の問題ではなく、市民一人一人が本当に交通まちづくり

は大切であるという共感を持つことである。そのための取り組みが一層進むことを期待している。 
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